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「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください 

 

「そなえる」ということ 

学年主任 遠藤 祐也 

 今年のお正月ほど気持ちが沈む年はありませんでした。１月１日の夕方にけたたましく鳴ったテレビやス

マホの緊急地震速報は、お正月の和やかな空気を一変させました。山梨県では大きな被害がなかったもの

の、能登半島を中心とする北陸地方では深刻な被害が出ています。新潟で教員をしている友人の学校でも、

校舎の壁にひびが入り、水道設備が破損したため年明けの学校再開に影響が及んだそうです。報道では報じ

られていないので、このような被害は他にも多数あることが予想されます。被災された方々にお見舞いを申

し上げるとともに、一日も早く平穏な日々が戻ることを祈るばかりです。 

 そして、翌日２日の夕方には羽田空港で航空機事故が起こりました。先月の修学旅行で羽田空港を利用し

た私たちにとっては、とても他人事ではありません。炎を上げる旅客機が速報でテレビに映し出され、乗客

は避難中である、と報じる声に伴って高鳴る動悸は、乗客乗員の無事が確認された、という一報があるまで

収まりませんでした。事故により海上保安庁の乗員５名の尊い命が失われ、彼らが能登半島での被災者支援

に向かう途中だったという事実に、地震さえ起きなければ…という思いを抱いた人も多くいたことでしょ

う。殉職された方々、ご家族に衷心より哀悼の意を表します。 

 さて、約４００人の旅客機の乗客・乗員が一瞬にして炎に包まれた機内から全員無事に脱出できたという

事実は、海外で「奇跡」として報じられているようですが、本当に「奇跡」だったのでしょうか。「奇跡」を

辞書で調べると「既知の自然法則を超越した不思議な法則」とあります。もちろん、機体そのものに深刻な

ダメージがなかったことは「奇跡」かもしれませんが、機内から脱出するまでのプロセスや消火活動に至る

までのプロセスは「奇跡」でしょうか。私はそうは思いません。航空会社は事故を想定した様々な「そな

え」をしていたはずです。国内の航空会社は役員や地上スタッフも含めて全ての社員が非常時の際に乗客の

避難誘導ができるように研修を受けているそうです。当該機に搭乗していた乗客の話によると、放送設備が

故障したため、ＣＡはメガホンを用いて指示を出していたようです。このメガホンも有事を想定して備えて

いたものなのでしょう。空港を運営する会社のホームページには航空機事故を想定した消火訓練を地元の消

防・警察と連携して実施していることが示されています。これらのことを踏まえると、乗客・乗員が無事に

避難できたのは、事前に事故を想定した「そなえ」の賜物であったと思います。 

 米国の著作家ウェイン・W・ダイアーに「準備が整った人に、奇跡はやってくる」という著作があり、仏

国の細菌学者パスツールは「偶然は準備のできていない人を助けない」という言葉を残していますが、今回

の一件に、これらの言葉を実感せずにはいられません。 

 天災や事故は「起こるかもしれないし、起こらないかもしれないもの」です。しかし、それを「起こるも

の」として捉えて初めて「そなえ」ができます。「そなえる（備える・具える・供える）」にはいくつか意味

があり、「物事に必要な準備を整える」「物事を不足なく揃える」、そして準備したものを神仏に献上すれば

「供える」となります。「起こらないかもしれないもの」への「そなえ」をするためには、「確実に起こるも

の」への「そなえ」が不可欠であることは言うまでもありません。年間予定で計画された行事や君たちにと

っては１年後に迫る進路選択は「確実に起こるもの」です。「そなえる」にはもう１つ「能力を持っている」

という意味もあります。出来事に「そなえる」ことで能力が「そなわる」のです。 

では、具体的にどうすればいいのか。裏面の萩原先生のエッセイにつづきます。 



意識と行動 ～ぜひ読んでください、あなたの未来が変わるかも！～ 

４組副担任  萩原 宏明 

 動物の行動には意識的なものと無意識によるものとがあります。このうち、意識的な行動は自

分の意識（気持ち）で行動が決定するわけです。ヒトは大脳新皮質が著しく発達しており、意識

によってかなりの行動が支配されています。つまり、意識（気持ち）が、行動の壁にもきっかけ

にもなります。このことについては多くの例がありますが、その１つを挙げたいと思います。今

年度の『進路の指針』で校長先生も紹介していますが「ロジャー・バニスター効果」です。 

かつて１マイル（1.6㎞）レースでは４分は切れないといわれていたそうです。しかし、1954

年にバニスターという選手が３’59”4 の記録を出すと、その 46 日後には別の選手がさらに記

録を破り、結局その年は 37 人の選手が 4 分を切ったのです。その翌年は何と 300 人が 4 分

の壁を越えたのです。 

上述のことは実に示唆に富んでいると思いませんか。バニスター以外の人は、彼が４分を切ら

なくても、それぞれの記録が出せたでしょうか。あるいは、バニスターが４分を切ったとたん多

くの選手が４分を切れたのはなぜでしょうか。これは「１マイルレースでは４分は切れない」と

いう言葉の呪縛―意識による壁ではないでしょうか。それを強い信念で意識を変えることによ

って記録が出たのです。バニスターは、4分を切る具体的なイメージを何万回も繰り返したそう

です。イメージトレーニングの先駆けですね。このように、明確で具体的な目標を考えられるこ

とが実践・努力につながり、そしてその達成の実を結んだのです。逆に、はっきりした力強い目

標なくして効果的な行動はできない、ということにもなります。 

いかがでしょうか。つまりは、前例がないから私には無理だ、という考えは努力を怠る言い訳

に過ぎないということです。まあ何でもかんでも頑張ると疲弊もするとは思いますが、自分にと

って譲れない大切な物事ならば、できない理由なんてないのです。意識次第で行動が変わり、取

り組みが変わり結果につながります。しばしば耳にすることですが、未来をつくるのは今の行動

です。そして意識を変えると言うことは本気になるということだと思います。皆さんは自分の将

来に本気で向き合っていますか。将来の自分の姿を本気で想像していますか。あなたの未来は今

のあなたの延長上にあるのです。 

２月の主な行事予定 

   ２月 １日（木） 前期募集検査（生徒休業日、14：30 まで登校禁止） 

  ２日（金） 進研共通テスト模試（～３日） 

  ８日（木） ⑦カット 

1０日（土） 土曜講座・駿台記述模試（希望者）   

１３日（火） AM カセット▲ 

1４日（水）  第４回定期試験時間割発表、 

学習強化週間（～２０日） 

１５日（木）  第３回バイク免許取得希望者説明会（昼）        

２１日（水）  第４回定期試験（～２７日） 

２４日（土） 9：00～14：00 断水 

２７日（火）  大掃除・卒業式式場準備 

2８日（水）  生徒休業日   

2９日（木） 卒業式予行     

    


